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町民号運行事業
584万円

中学生国際交流事業
1872万円

防災備蓄倉庫整備事業
１億5714万円

子育て世帯臨時特例
給付金給付事業
207万円

広野町除染対策事業
33億9533万円

避難生活を送る住民同士の絆

を深めるために町民号を再開

します。

海外でのホームステイや学校訪問

で国際的な視野と見識を身につけ

ます。

東日本大震災の経験を踏まえ、

防災機能を強化します。

除染系廃棄物などの災害廃棄物

を減容化処理します。

震災以前の町民号

海外での交流が国際感覚を育む

自由通路を建設予定の広野駅

防災備蓄倉庫建設予定地（岩作地内）

４月に稼働する仮設減容化処理施設

災害公営住宅整備事業費（第２期）
4億6939万円

放射線相談室事業
1682万円

被災した方の居住環境確保のた

めに災害公営住宅を折木大平地

区に建設します。

放射線健康管理アドバイザーに

よる相談会や講演会を実施しま

す。

消費税の引き上げに伴い、条件

を満たした子育て世帯に給付金

を支給します。

住宅整備が完了した１期工事

放射線に対する不安解消へ

元気いっぱい保育所運動会

第21回ひろの童謡まつり事業
1392万円

復興道路整備事業
17億2934万円

復興シンボル事業として開催します。

今年で21回目を迎えます。

広野駅自由通路整備工事など駅東

側を中心とした道路環境を整備し

ます。

昨年の童謡まつり
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